
  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年度埼玉の子ども 70 万人体験活動 

●学校応援団「杉戸山崎ファーム」との連携により、総合的な学習の時

間に米作りの体験を通して、農家の人々の工夫や努力について学ぶ。 

●田植え・稲刈り等の体験を通して、稲の育て方・種類・生産地など

について、課題を持って調べる。 

●児童は米作り体験を通して、農家の方の苦労や喜びについてまで 

学習を深めることができた。 

●児童は、稲作以外の農業についても興味や関心を示し、キャリア 

教育「働きたい職業」調べて、家庭や地域、先生方にインタビュー 

等をしながら、積極的に学ぶことができた。 

 

 

●わたしは、１本の稲穂でお米がどのくらいとれるのか？数えてみました。

だいたいどれも約８０～１００個くらいついているのがわかりました。 

●わたしは、米作り体験通して農業の仕事の難しさと楽しさを知りま

した。大型トラクターを見せてもらい、とてもかっこよかったです。 

田植え・稲刈り体験 

第６学年 


